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1. 研究進捗状況と成果

2025 年度は、これまでの研究成果を基盤として社会実装に向けた取り組みを本格化させ、強靭種苗の

開発（課題 1）、適地予測と地域適応（課題 2）、そして生態系・社会経済評価（課題 3）の各アプローチ

が結びつき、シナジー効果を生み出す段階へと進展した。特にファルカタについて、地域環境適応性評価

のために造成されたファルカタ産地試験林を活用し、成長や樹形に優れた精英樹の選抜基盤を確立した。

さらにゲノムワイド SNP 解析から得られた地域適応候補遺伝子の知見と、根粒細菌の集団間変異解析、

および深層学習を用いたゲノム選抜モデルの構築を統合し、環境変化に強い品種の登録および種苗供給

に向けた科学的基盤を構築した。また、大量増殖の障壁となっていた雨季後半の雑菌汚染に対して「萌

芽」を用いる現場運用ノウハウを発見し、不定胚の増殖効率を従来の約 3 倍から 8 倍へと飛躍的に高め

たことで、優良クローンの大量生産と検定林の設置を実現した。さらにフタバガキ科林業樹種では、非破

壊で計測可能な材密度がレジリエンス指標となることを見出し、天然実生を用いた代替のゲノム選抜体

制を整備して確実な育種基盤を整えた。こうした種苗開発と並行して、生態系機能の評価と適地予測の

高度化も進めた。チークの精英樹クローン林において、水平方向への根系発達が土壌の好気化を促し、メ

タン資化細菌の出現率を増加させることで、実生林を大きく上回る高い温室効果ガス（CH4）吸収能を発

揮するメカニズムを解明した。また、13の全球気候モデル（GCM）を統合して完成させた将来気候下にお

けるチーク等の植林好適地予測マップを構築し、マメ科樹種の植栽による N2O 放出をアグロフォレスト

リーの導入で相殺できる可能性を示した。これらの科学的・技術的成果を社会経済的ニーズと統合し、社

会実装への道筋を明確にした。社会経済調査により、林業従事者が「少枝性チーク」の苗木供与やアグロ

フォレストリー技術支援に対して極めて高い選好（ニーズ）を示すことを明らかにした。この現場の需要

に対し、確立されつつある大量増殖技術による優良クローン苗の供給体制、植林好適地予測マップ、そし

て温室効果ガス排出抑制の知見をパッケージ化することが有効であり、地域コミュニティーに受け入れ

られやすく、かつ環境的付加価値の高い「気候変動適応型植林」の社会実装モデルの構築を推進する。 

「論文」：1. Meinata, A., et al. (2026). Variations in growth, crown architecture, and leaf 

functional traits in a progeny trial of Tectona grandis Lf in Indonesia. For Sci Technol, 22, 

82-95. 概要：チーク次代検定林で 14 特性の変異と遺伝相関を調査し、形質変異の 3 つの主成分（葉の

経済特性、樹木サイズ、葉脈形質）を特定した。葉緑素含有量が成長速度や養分と強い相関を示し、次代

特性評価の有効な指標となることを明らかにした。 

2. Onuma, Y., et al. (2025). Genomic adaptation in teak (Tectona grandis) to local climatic

conditions and implication for resilient planting strategies on Java Island. For Sci Technol, 

21, 353-373. 概要：チーク計 17集団のゲノムデータを分析し、インドのマラバル集団およびジャワ島

の在来種が将来気候に対する遺伝的オフセット（環境変化への不適合度）が小さく、気候変動に対し高い

回復力を持つことを示した。気候適応メカニズムの解明と持続可能な植栽戦略に貢献する。 

3. Faridah, E., et al. (2025). Intraspecific variations in relative growth rate and eco-

physiological properties of Falcataria falcata (L.) Greuter & R. Rankin seedlings among 

Southeast Asian and Melanesian populations. Trees, 39, 78. 概要：ファルカタ 9地域個体群の苗木

を育成し、相対成長速度に最大 3倍の差がみられ、窒素利用形質で顕著な変異があった。また、相対成長

速度は光合成速度や葉の窒素濃度と正の相関を示し、育種プログラム設計に有効であることを示した。 
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